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■
特
選　
３
人

　

第
６
回
読
書
感
想
文
コ
ン

ク
ー
ル
に
市
内
の
小
・
中
学
校
、

高
校
お
よ
び
一
般
の
皆
さ
ん
か

ら
２
７
８
点
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。
審
査
の
結
果
、
特
選
に

選
ば
れ
た
３
人
と
入
選
に
選
ば

れ
た
27
人
を
紹
介
し
ま
す
。

市
立
上
野
総
合
市
民
病
院

　
新
院
長
着
任
の
ご
あ
い
さ
つ

新年のごあいさつ新年のごあいさつ
　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
方
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
新

春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
中
は
、
市
政
各
般
に
わ
た
り
ひ
と
か

た
な
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た

こ
と
に
対
し
ま
し
て
、
心
か
ら
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
伊
賀
市
も
合
併
か
ら
６
年
が
経
過

い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
厳
し
い
財
政
状

況
の
も
と
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
自
治
基
本

条
例
に
定
め
る
理
念
に
基
づ
き
ま
し
て
、
市

民
の
皆
様
が
主
役
と
な
る
「
ひ
と
が
輝
く　

地
域
が
輝
く
」
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
行
財
政
改
革
に
お
い
て
は
、

「
伊
賀
市
行
財
政
改
革
大
綱
」
が
、
本
年
度

で
取
り
組
み
の
５
年
が
終
了
し
ま
す
が
、
よ

り
一
層
、
市
民
満
足
度
の
向
上
を
め
ざ
す
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
23
年
度
か
ら
５

年
間
の
「
第
２
次
行
財
政
改
革
大
綱
」
の
策

定
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
中
心
市
街
地
活
性
化
の
核
事
業
で

あ
り
ま
す
「
上
野
市
駅
前
地
区
第
１
種
市
街

地
再
開
発
事
業
」
で
は
、
再
開
発
ビ
ル
の
本

体
工
事
を
本
年
12
月
完
成
に
向
け
、
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
新
市
庁
舎
建
設
に
つ
き
ま
し

て
は
、
合
併
特
例
債
と
い
う
財
源
な
し
に
は

進
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
大
規
模
な
事
業
で

あ
り
ま
す
の
で
、
実
施
に
向
け
て
、
市
民
の

皆
様
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
計
画

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
上
野
総
合
市
民
病

院
の
医
師
確
保
で
は
、
１
月
か
ら
新
院
長
の

着
任
と
外
科
医
の
増
員
と
な
り
ま
し
た
が
、

内
科
も
含
め
た
ほ
か
の
診
療
科
の
医
師
確
保

に
更
な
る
努
力
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
長
引
く
不
況
に
よ
り
、
市
民
生
活
を
取
り

巻
く
情
勢
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
が
、
伊
賀
市
が
、
真
に
豊
か
な
地
域

主
権
社
会
の
実
現
に
向
け
ま
し
て
、
住
民
自

治
の
あ
る
べ
き
姿
を
市
民
の
皆
様
と
共
に
築

き
上
げ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

引
き
続
き
ま
し
て
本
年
も
格
別
の
ご
指
導
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
平
成
23
年
１
月
１
日
付
を
も
ち
ま

し
て
市
立
上
野
総
合
市
民
病
院
長
を
拝
命
い
た
し

ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
様
の
ご
支
援
を
い
た
だ
く
と
共
に
、

地
元
医
師
会
様
を
は
じ
め
岡
波
総
合
病
院
様
な
ら

び
に
名
張
市
立
病
院
様
と
の
連
携
を
密
に
し
、
当

院
の
再
生
に
向
け
、
が
ん
治
療
を
充
実
さ
せ
た
病

院
経
営
に
取
り
組
む
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

市
立
上
野
総
合
市
民
病
院

　
　
　
　
　
　
　
院
長　
三
木　
誓
雄

伊
賀
市
長内 保　

博 

仁

入賞者
第
２
部 

留
永　
真
弓
（
島
ヶ
原
中
学
校
１
年
）

第
３
部 

清
田　
実
紅
（
青
山
小
学
校
１
年
）  

第
３
部 

竹
矢　
百
伽
（
青
山
小
学
校
３
年
）
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第
１
部 

石
橋　
容
子
（
一
般
） 

 

田
中　
愛
郁
（
上
野
高
校
１
年
）

 

第
２
部 

前
川　
拓
也
（
城
東
中
学
校
１
年
） 

 

大
西　
花
梨
（
丸
山
中
学
校
１
年
） 

 

前
川　
彩
果
（
阿
山
中
学
校
１
年
） 

 

古
山　
雅　

 

（
霊
峰
中
学
校
１
年
） 

 

藤
森　
多
恵
（
霊
峰
中
学
校
３
年
） 

 

中
林　
莉
彩
（
霊
峰
中
学
校
３
年
）

 

第
３
部 

田
中　
希
歩
（
青
山
小
学
校
１
年
） 

 

岡
本　
萌
花
（
上
野
東
小
学
校
２
年
） 

 

小
川　
乃
否
（
府
中
小
学
校
２
年
） 

 

安
永　
千
紘
（
上
野
東
小
学
校
３
年
） 

 

古
川　
智
規
（
壬
生
野
小
学
校
３
年
） 

 

市
橋　
新
大
（
上
野
西
小
学
校
４
年
） 

 

松
森　
日
菜
（
上
野
東
小
学
校
４
年
） 

 

廣
岡　
和
佳
（
神
戸
小
学
校
４
年
） 

 

中
野　
朝
馨
（
府
中
小
学
校
４
年
） 

 

池
田　
悠
悟
（
玉
滝
小
学
校
４
年
） 

 

松
並　
和
奏
（
島
ヶ
原
小
学
校
４
年
） 

 

中
林　
杏　

 

（
玉
滝
小
学
校
５
年
） 

 

加
藤　
倫
子
（
河
合
小
学
校
５
年
） 

 

服
部　
彩
音
（
河
合
小
学
校
５
年
） 

 

船
見　
慧　

 

（
河
合
小
学
校
５
年
）

 

乾　
　
奈
央
（
上
野
西
小
学
校
６
年
）

 

西
岡　
京
香
（
新
居
小
学
校
６
年
）

 

山
本　
麻
由
（
新
居
小
学
校
６
年
）

 

松
本　
佳
純
（
河
合
小
学
校
６
年
）

【
問
い
合
わ
せ
】　
上
野
図
書
館

　
☎
21
・
６
８
６
８　
℻  
21
・
８
９
９
９

■
入
選　
27
人

第６回 読書感想文コンクール

あけまして
　おめでとうございます
あけまして
　おめでとうございます※

市
長
や
議
長
な
ど
公
職
に
あ
る
者
は
、
公
職
選
挙
法
に
よ
り
年
賀
状
な
ど
の
あ
い
さ
つ
状
を
出
す
こ
と
が

　
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
本
紙
上
を
も
って
年
賀
の
ご
あ
い
さ
つ
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
感
慨

や
抱
負
を
胸
に
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎

え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
国
を
あ
げ
て
景
気
対
策
に
取

り
組
ん
だ
１
年
で
し
た
が
、
依
然
と
し
て

景
気
の
低
迷
や
厳
し
い
雇
用
情
勢
が
続
い

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
、
伊
賀
市

の
取
り
組
む
べ
き
課
題
も
景
気
・
雇
用
対

策
は
も
と
よ
り
、
地
域
医
療
の
確
立
、
市

街
地
活
性
化
、
農
林
業
の
振
興
、
高
齢
者

対
策
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

議
会
と
し
て
は
、
市
民
の
皆
様
か
ら
直

接
選
挙
で
選
ば
れ
、
二
元
代
表
制
の
一
翼

を
担
う
組
織
と
し
て
、
市
政
へ
の
チ
ェ
ッ
ク

伊
賀
市
議
会
議
長

今 

井　
由 

輝

機
能
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
政
策
立
案

能
力
を
向
上
さ
せ
、
市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確

に
と
ら
え
、
市
政
に
反
映
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
伊
賀
市
議
会
で

は
平
成
19
年
に
「
伊
賀
市
議
会
基
本
条
例
」

を
制
定
し
、「
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
」
を

め
ざ
し
て
議
会
改
革
を
推
進
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
昨
年
12
月
か
ら
は
、
そ
の
一

環
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
本
会
議
の
会
議
録

の
み
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
い
た
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
昨
年
の
９
月
以
降
に
開
催

さ
れ
た
常
任
委
員
会
や
特
別
委
員
会
の
会

議
録
も
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
に
い
た
し

ま
し
た
。

　

今
後
と
も
市
民
の
皆
様
の
負
託
に
応
え

る
べ
く
、
議
員
一
丸
と
な
っ
て
積
極
的
な

議
員
活
動
を
展
開
し
、
議
会
機
能
の
充
実

強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
今
ま
で
以
上
に

議
会
の
活
性
化
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
様
方

に
は
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
も
市
民
の
皆
様
方
に
と
っ
て
素
晴

ら
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、
益
々
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し

て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。


